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食品衛生レビュー№69●危険を無視しての提供は止める
　最初に、危険は英語に訳せばdangerになります。予測できる危険性がrisk（リスク）となります。危険は絶対的なもので、食品ならば絶対に提供してはいけない食品です。最たる危険食品として猛毒のフグの肝臓（肝）が挙げられます。フグの有毒部位は種類によって異なりますが、ほとんどのフグで肝臓と卵巣は有毒部位です。見た目は気品のある毒キノコのドクツルタケも危険食品です。
	2014年2月13日に米国リーダーズダイジェスト誌に掲載された、世界の“珍料理トップ10の１位は「日本：フグの刺身“てっさ”」でありました。
猛毒を持つとイメージされているフグは外国人にとって“死ぬ覚悟”で挑む食べ物のようです。


　フグが猛毒を持っていることは、ほとんどの国民が知っていると断言しても良いと思います。厚生労働省、各自治体は、フグは猛毒を持っているので「素人の調理は止めるように」と広報し、「飲食店・魚介類販売業に対しては自治体の条例、要綱で資格を持った人が有毒部位を除去して提供する」と定めています。それで、国民は美味しいフグ料理が食べることができます。
フグによる事故のほとんどは釣り人による素人調理で、毎年数人死亡しています。しかし、毎年、資格を持った調理人がいる飲食店において一番猛毒の「肝」を提供して事故が発生しています。

　昨年秋から今年１月にかけて兵庫県内で発生した三つのフグ食中毒を紹介します。
①料理人が練習で捌（さば）いたフグを持ち帰り食べて死亡

　2014年9月22日豊岡市の飲食店で、フグの調理資格を持つ料理人から指導を受けた若手料理人が捌いたフグの肝臓を、同僚の料理人が自宅へ持ち帰った。3日後、出勤してこなかったため別の料理人が男性宅を訪れたところ、死亡しているのを発見。胃や尿からフグ毒が検出されたため、食中毒と断定された。
②釣り人が素人調理で食中毒
　2015年1月10日姫路市内の海で体長約20センチのフグ（魚種不明）を釣り、自宅で調理。夕食として妻と娘の３人で食べた。翌日未明、男性だけが手足のしびれやろれつが回らなくなるなどの症状を呈した。
③日本料理店で肝臓を提供して食中毒

　2015年1月22日神戸市の飲食店でトラフグのコースを食べた男女４人が、口・足のしびれ、運動麻痺、嘔吐などの症状を呈し、うち２人が入院した。刺身に肝臓が含まれていた。同店はフランスタイヤメーカーの飲食店ガイドで一つ星であった。
　①は、死亡した本人にも責任はありますが、フグの調理資格者が、有毒部位を適切に処理する義務があります。

　②は自業自得としか言えません。

　③は飲食店において「常連客だから提供した」と言い訳をしているようですが、猛毒の部位である肝臓は提供してはいけません。

　やはり、問題となるのは③です。
　フグ食中毒で死亡といえば必ずと言ってよいほど名前が挙がるのが、事故当時人間国宝であった8代目坂東三津五郎です。1975年（昭和50年）に、京都市の飲食店で猛毒の肝を同行者の分を含め４人前食べたとされます。調理師は客に猛毒の肝を提供したとして、業務上過失致死罪で執行猶予つきの禁固刑の有罪判決が出ました。2011年には東京の飲食店が、元某県知事の要望により「裏メニュー」のフグの肝料理を提供し、同行者が口唇のしびれ、頭痛、酩酊感などフグ食中毒症状を呈しました。営業者（法人）及び調理人（個人）に対し略式命令の罰金刑が出ています。この飲食店も神戸市の飲食店と同じ飲食店ガイドの二つ星でした。
	富山県で鮮魚店が未処理のフグを販売、購入者が自宅で捌いて食中毒

　2014年12月16日氷見市の鮮魚店で未処理のフグを販売。購入者が自宅で捌いて、卵巣などを焼いて食べたところ、約30分後、嘔吐などの症状を呈した


　全国で、フグ処理の資格を持っている人が１万人以上いて、飲食店、鮮魚店等で有毒部位を除いて提供していることによって、美味しいフグ料理が食べることができます。ほんの僅かな飲食店において「裏メニュー」で肝を提供し、あるいは鮮魚店では捌かずに「丸」のまま販売することによってフグ食中毒が発生し、時には死亡者が出ています。客の要望があっても、有毒部位は絶対に提供してはなりません。事故が起これば罰せられます。
飲食店、鮮魚店では、フグを適切に除去して、有毒部位を提供するような、危険を無視しての提供は止めてください。併せて、「裏メニュー」で提供していると聞く、腸管出血性大腸菌の汚染度が高い牛のレバ刺し、豚のレバ刺しはリスクが高い（危険性が高い）ので、客の要望があっても提供を止めてください。
フグの種類による有毒部位については、厚生労働省の

自然毒のリスクプロファイル：魚類：フグ毒

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/poison/animal_01.html

で、確認してください。

（笈川　和男）
